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作成年月日   ２０２２年 ６月１０日 

改訂年月日   ２０２４年 ４月 ９日 

 

 

１．化学品及び会社情報 

    製造者情報     会     社    

                   住     所     大阪市浪速区幸町１-２-１２ 

                   担当部門      マーケティンググループ 

                   お問い合わせ窓口 ホーザンテクニカルホットライン 

                   電話番号      ０６（６５６７）３１３２ 

製品番号       ＨＰＧ-１ 

製品名         ハイパフォーマンスグリース 

推奨用途及び使用上の制限  自転車部品の潤滑 

 

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類 

  健康に対する有害性 ： 急性毒性（吸入：粉じん、ミスト）  区分４ 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 区分２Ａ 

      

ＧＨＳラベル要素 

  絵表示又はシンボル ： 

 

 

    注意喚起語  ： 警告 

    危険有害性情報 ： 吸入すると有害 

強い眼刺激 

  注意書き 

    安全対策  ： 粉じんの吸入を避ける。 

屋外又は換気の良い場所でだけ使用する。 

取扱い後は顔、手、ばく露した皮膚をよく洗う。 

保護眼鏡、保護面を着用する。 

応急措置  ： 眼に入った場合 ： 水で数分間注意深く洗い流す。  

       コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合には外す。 

       その後も洗浄を続ける。     

    眼の刺激が続く場合は、医師の診察／手当てを受ける。 

吸入した場合  ： 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させる。 

   気分が悪いときは、医師に連絡する。 

    その他の情報  ： 軽度の皮膚刺激 

長期継続的影響により水生生物に有害 

 

 

 

 安全データシート（ＳＤＳ） 
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３．組成及び成分情報 

  化学物質・混合物の区別 ： 混合物 

  成分   ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．応急措置 

吸入した場合  ： 空気の新鮮な場所に移す。 

     呼吸が停止している場合は、人工呼吸を行う。 

直ちに医師の診察／手当てを受ける。 

症状が続く場合は、医師に連絡する。 

  眼に入った場合  ： 直ちに多量の水で、まぶたのすみずみまで１５分以上洗い流す。 

     コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外す。 

その後も洗浄を続ける。 

洗眼の際は、眼を大きく開く。 

患部をこすらない。 

     刺激が続く場合は、医師の診察／手当てを受ける。 

皮膚に付着した場合 ： 水と石けんで洗う。 

     症状が出た場合は、医師の診察／手当てを受ける。 

飲み込んだ場合  ： 口をすすぐ。 

     意識がない場合は、口から何も与えない。 

無理に吐かせない。 

医師の診察／手当てを受ける。 

飲み込める場合は、コップ一杯の水を飲ませる。 

嘔吐が発生した場合は、誤えん防止のため前傾させる。 

応急措置をする者の保護 ： 眼、皮膚、衣類につけない。 

必要に応じて個人用保護具を着用する（「８．ばく露防止及び保護措置」を参照）。 

粉じんの吸入を避ける。 

急性症状及び遅発性症状の最も重要な徴候症状 

： 眼の充血や涙を引き起こすおそれがある。 

  焼けるような感覚 

  長時間接触すると発赤や刺激のおそれ 

  咳や喘鳴 

  呼吸困難 
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医師に対する特別な注意事項 

   ： 症状に応じて治療する。 

 

５．火災時の措置 

適切な消火剤    ： 粉末消火剤、二酸化炭素、水噴霧、泡 

  使ってはならない消火剤 ： データなし 

特有の危険有害 性 ： 燃焼の際に一酸化炭素、二酸化炭素、ハロゲン化合物、金属酸化物を生成する。 

消火を行う者の保護 ： 消火作業の際は必ず空気呼吸器、防護服を着用する。 

     個人用保護具を使用する。 

 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置 

   ： 漏洩物に触れたり、その中を歩いたりしない。 

十分に換気する。 

     眼、皮膚、衣類につけない。 

     必要に応じて個人用保護具を着用する。 

     粉じんの発生を避ける。 

     関係者以外は安全な場所に退去させる。 

     換気が不十分な場合は、適切な個人用呼吸保護具を着用する。 

     粉じんの吸入を避ける。 

  環境に対する注意事項 ： データなし 

  封じ込め及び浄化の方法及び機材 

： 危険でなければ漏れを止める。 

     粉じんの発生を避ける。 

     密閉できる空容器に回収する。 

     専門の廃棄業者に委託し廃棄する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

   安全取扱い注意事項 ： 全ての安全注意を読み理解するまで取扱わない。 

眼、皮膚、衣類につけない。 

適切な個人用保護具を着用する。  

飲み込んではならない。 

飲み込んだ場合は、直ちに医師の手当てを受ける。 

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしない。 

十分に換気する。 

粉じんの発生を避ける。 

粉じんの吸入を避ける。 

空の容器には危険な残留物が含まれているおそれがある。 
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水素処理重パラフィン系石油留分

ＣＡＳＮｏ.６４７４２-５４-７

ー

ＴＷＡ：５ｍｇ/ｍ

3

（インハラブル粒子）

許容濃度

化学名又は一般名
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保管 

   保管条件  ： 元の容器に保管する。 

容器を密閉し、乾燥した涼しいところに置く。 

換気の良い場所で保管する。 

直射日光から遮断する。 

酸化剤から離して保管する。 

食品や飲料と一緒に保管しない。 

容器は直立させて保管する。 

安全な容器包装材料 ： データなし 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

 許容濃度  ： 

 

 

 

  

 

 設備対策  ： 作業場には眼の洗浄及び身体洗浄のための設備を設置する。 

     排気／換気設備を設置する。 

 保護具 

   眼及び／又は顔面の保護具 

   ： 保護眼鏡を着用する。 

   手の保護具  ： 不浸透性の手袋を着用する。 

   皮膚及び身体の保護具 ： 適切な保護衣を着用する。 

   呼吸用保護具  ： 適切な呼吸用保護具を着用する。 

   環境へのばく露防止 ： 重大な流出を阻止できない場合は、関係省庁へ連絡する。 

   適切な衛生対策 ： 眼、皮膚、衣類につけない。  

適切な保護手袋、保護眼鏡、保護面を着用する。 

この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしない。 

取扱い後は顔、手、ばく露した皮膚をよく洗う。 

飲食又は喫煙の前に手を洗う。 

粉じんの吸入を避ける。 

 

９．物理的及び化学的性質 

基本的な物理的及び化学的性質に関する情報 

外観   ： 半固形 

物理状態   ： 固体 

色    ： 青色 

臭い    ： 鉱油臭 

臭いの閾値   ： データなし 

ｐＨ    ： データなし 

融点／凝固点  ： データなし 
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沸点又は初留点及び沸騰範囲 ： データなし 

引火点   ： ２８２.２２℃ 

蒸発速度   ： データなし 

可燃性   ： データなし 

爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界 

： データなし 

蒸気圧   ： データなし 

密度及び／又は相対密度 ： データなし 

相対ガス密度   ： データなし 

粒子特性   ： データなし 

水に対する溶解度  ： 冷水・熱水ともに不溶 

溶解度   ： データなし 

ｎ-オクタノール／水分配係数（ｌｏｇ値） 

    ： データなし 

自然発火点   ： データなし 

分解温度   ： データなし 

動粘性率   ： データなし 

爆発性   ： データなし 

酸化特性   ： データなし 

軟化点   ： データなし 

分子量   ： データなし 

ＶＯＣ含有量   ： データなし 

液体密度   ： データなし 

かさ密度   ： データなし 

 

１０．安定性及び反応性 

  反応性  ： 通常の取扱いではなし 

  化学的安定性  ： 通常の条件では安定 

  危険有害反応可能性 ： 通常の取扱いではなし 

  避けるべき条件  ： 熱、炎、火花 

     酸化剤 

  混触危険物質  ： 酸化剤 

  危険有害な分解生成物 ： 通常の取扱いではなし 

 

１１．有害性情報 

  ばく露の経路に関する情報（製品） 

   吸入した場合  ： 呼吸器への刺激のおそれ 

     吸入すると有害（成分に基づく情報） 

   眼に入った場合 ： 強い眼刺激（成分に基づく情報） 

     発赤、かゆみ、痛みを起こすおそれ 

   皮膚に付着した場合 ： 長時間接触すると発赤や刺激のおそれ 

     軽度の皮膚刺激 



溶剤脱ワックス石油残油 ＞５０００ｍｇ/ｋｇ ＞２０００ｍｇ/ｋｇ ＝２.１８ｍｇ/L  ４時間

水素処理重パラフィン系石油留分 ＞１５ｇ/ｋｇ ＞５０００ｍｇ/ｋｇ ー

水素処理重ナフテン系石油留分 ＞５０００ｍｇ/ｋｇ ＞５０００ｍｇ/ｋｇ ー

石油スルホン酸のカルシウム塩 ＞２０ｇ/ｋｇ ＞５０００ｍｇ/ｋｇ ＞１.９ｍｇ/L  ４時間

（イソブチル，ペンチル混合）ジチオリン酸亜鉛 ３６００ｍｇ/ｋｇ ＞２００００ｍｇ/ｋｇ ー

化学名又は一般名

経口（ラット）

ＬＤ５０

吸入（ラット）

ＬＣ５０

経皮（ウサギ）

ＬＤ５０
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 飲み込んだ場合 ： 胃腸の刺激、吐き気、嘔吐、下痢のおそれ 

  毒性の数値測定 

   ＡＴＥｍｉｘ（経口） ： ＞５０００ｍｇ/ｋｇ 

   ＡＴＥｍｉｘ（経皮） ： ＞５０００ｍｇ/ｋｇ 

   ＡＴＥｍｉｘ（吸入：粉じん、ミスト） 

   ： ２.３０ｍｇ/Ｌ 

  未知の急性毒性    ： 混合物の６６.６％は、未知の急性毒性（吸入：粉じん、ミスト）の成分で構成されている。 

急性毒性（成分） ： 区分４ 

     吸入すると有害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  皮膚腐食性／刺激性 ： 軽度の皮膚刺激 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 

   ： 区分２Ａ 

強い眼刺激 

呼吸器感作性又は皮膚感作性 

   ： データなし 

  生殖細胞変異原性 ： データなし 

  発がん性  ： データなし 

     この製品には石油留分が含まれている。 

     ＩＰ３４６法で測定した場合、物質に含まれるＤＭＳＯ抽出物は３％未満である。 

  生殖毒性  ： データなし 

  特定標的臓器毒性（単回ばく露） 

   ： データなし 

  特定標的臓器毒性（反復ばく露） 

   ： データなし 

  誤えん有害性  ： データなし 

 

 

 

 

 

 

 

 



化学名又は一般名 藻類／水生植物 魚 甲殻類

溶剤脱ワックス石油残油

ＣＡＳＮｏ.６４７４２-６２-７

ー

ニジマス

 ＬＣ５０：＞５０００ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

オオミジンコ

 ＥＣ５０：＞１０００ｍｇ/Ｌ

 ４８時間

水素処理重パラフィン系石油留分

ＣＡＳＮｏ.６４７４２-５４-７

ー

ニジマス

 ＬＣ５０：＞５０００ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

オオミジンコ

 ＥＣ５０：＞１０００ｍｇ/Ｌ

 ４８時間

水素処理重ナフテン系石油留分

ＣＡＳＮｏ.６４７４２-５２-５

ー

ニジマス

 ＬＣ５０：＞５０００ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

オオミジンコ

 ＥＣ５０：＞１０００ｍｇ/Ｌ

 ４８時間

石油スルホン酸のカルシウム塩

ＣＡＳＮｏ.６１７８９-８６-４

ー

ファットヘッドミノー

 ＬＣ５０：５.７-９.７ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

 ＬＣ５０：１.０-１０.０ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

オオミジンコ

 ＥＣ５０：６.２-１２ｍｇ/Ｌ

 ４８時間

（イソブチル，ペンチル混合）

ジチオリン酸亜鉛

ＣＡＳＮｏ.６８４５７-７９-４

藻類（Pseudokirchneriella

subcapitata）

 ＥＣ５０：１.０-５.０ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

ファットヘッドミノー

 ＬＣ５０：＞１００ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

 ＬＣ５０：２５-５０ｍｇ/Ｌ

 ９６時間

オオミジンコ

 ＥＣ５０：４.０-６.０ｍｇ/Ｌ

 ４８時間

  ＳＤＳ Ｎｏ．１７５３８    ７/８ 

１２．環境影響情報 

  生態毒性  ： 長期継続的影響により水生生物に有害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残留性・分解性  ： データなし 

  生体蓄積性  ： データなし 

  土壌中の移動性  ： データなし 

  オゾン層への有害性 ： データなし 

  その他の悪影響  ： データなし 

 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物  ： 廃棄物の発生は、可能な限り回避又は最小限に抑える。 

     関連法規制並びに地方自治体等の基準に従う。 

     都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方公共団体がその処理を 

     行っている場合にはそこに委託して処理する。 

     未処理のまま下水道に廃棄しない。 

容器は関連法規制並びに地方自治体等の基準に従って適切な処分を行う。 

   汚染容器  ： 空の容器を再使用しないこと。 

 

１４．輸送上の注意 

  国際規制 

    海上規制情報 ： 該当しない 

    航空規制情報 ： 該当しない 

  国内規制 

    陸上輸送  ： 消防法の規定に従う。 

    海上輸送  ： 船舶安全法の規定に従う。 

    航空輸送  ： 航空法の規定に従う。 
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１５．適用法令 

  労働安全衛生法 ： 名称等を表示すべき危険有害物（法第５７条、施行令第１８条別表第９） 

     名称等を通知すべき危険有害物（法第５７条の２、施行令第１８条の２別表第９） 

     リスクアセスメントを実施すべき危険有害物（法第５７条の３） 

       溶剤脱ワックス石油残油、水素処理重パラフィン系石油留分、水素処理重ナフテン系石油留分 

            政令番号：１６８ 鉱油 

  製品中の含有量や使用・保管する総数などの諸条件、また法令の改正により、必ずしも適用されるものではありません。 

  詳しくは各法令をご確認ください。 

 

１６．その他の情報 

  記載内容は、現時点で入手できる資料・データ等に基づいて作成しておりますが、製品の適応性・安全性を保証するもの 

ではありません。取扱いには十分注意してください。 

  このデータの使用による損失や損害について一切責任を負いません。ご使用者の責任において安全対策を実施の上、 

取扱い願います。 

 




